
活動内容と成果
今年度は、事業地である高濃度砒素汚染3県に我々
が開発した砒素除去装置Multi-GSF3基を建設した。
1基につき約40世帯200人程度に安全な飲料水を供
給することができた。
それぞれの県でワークショップを開催し、ローカル
NGOやローカル技術者に技術移転を行い、利用者組
合には維持管理方法を伝えた。
また、今年度も合宿型セミナーを実施し、砒素除去装
置の構造や理論等を講義した。その中で筆記試験を
行い、内容を理解した11人に対して「Multi-GSF建設
技術者認定証(中級)」を授与した。

活動内容と成果
●�毎月1回のゴミ拾い12回と、海水浴場開催期間中
の43回を合わせて、計55回のゴミ拾いを行い、延
べ787人が参加した
●�海水浴場開催期間中に、行政の協力を得て海岸に
クリーンステーションを設置し、海岸利用者自ら
がゴミを分別収集するマナーアップ活動を行った
●�プラスチック問題に対し、ビーチクリーン実習と
専門家による啓蒙セミナーを3回開催した
●�須磨海岸で開催される行政イベントでゴミ箱を設
置し、来場者にポイ捨て防止とイベント終了後の
ゴミ拾いを呼び掛け、来た時よりも美しく海岸を
保つ意識を浸透させた

課　題
バングラデシュの高濃度砒素汚染地域に住む人々
は、安全な飲料水を得られていない。安全な飲料水を
供給するための代替水源の開発、メンテナンス方法
の確立が必要。

目　標
砒素除去装置を建設し、事業地の住民に安全な飲料
水を供給する。また、その建設を通じてローカル
NGO等に設置方法の技術移転を行い、メンテナンス
方法を確立する。

課　題
私たちNPO法人神戸海さくらが地域と行政を繋ぐ
連携役となり、ボランティアの手で須磨海岸の海洋
環境保護と利用者のマナーアップを維持できる体制
を確立する。

目　標
須磨海岸にボランティア主体で運営するクリーンス
テーションを行政の協力のもと設置する。プラス
チック問題や海洋環境保護のセミナーを行政や企業
と一体となり開催する。

（特非）　アジア砒素ネットワーク

（特非）　神戸海さくら

バングラデシュの高濃度砒素汚染地域に
おける持続的な安全水供給のための
技術移転事業

須磨海岸における地域住民および
海岸利用者の参加型清掃活動とマナー意識
向上による持続的な環境保全活動

砒素除去装置のサンプリング方法の指導

海の日ビーチクリーン集合写真

現地にて技術指導

海水浴期間中
クリーンステーション設置状況

Multi-GSF�建設基数 3 基

1年間に行った
ゴミ拾い回数 55 回

「技術者認定証」
受証者 11 人

1年間のゴミ拾い
延べ参加者 787 人

今年度計画の達成度 75 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 65 ％

目標達成度 70 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
環境衛生や安全な飲料水についての
意識啓発は難しかった。現地の材料、
工法でM-GSFを設計・建設するのは
困難だった。

■工夫した点
担当が週1回砒素濃度測定簡易キッ
トで水質を測り装置の安全を確認す
る。利用者にわかりやすく表示し、安
全な水への意識を高めた。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で社会状
況が日々変化し、3月のイベントは開
催可否の判断が難しく、スケジュー
ル調整や参加者への連絡に苦労した。

■工夫した点
ニュースを日々確認しながら関係各
所と常に最善策を検討し、参加者の
安全対策を最優先したプログラムや
規模に変更して開催した。

「多くの高濃度砒素汚染地域において人々が安全で美味しい飲料水を安定的に得
る」を見据え、今後は中央政府に働きかけていく。技術移転のためのマニュアル作
成をメインターゲットとした最終年度の活動を行っていく。

須磨海岸が、日本で4か所しか認定されていない国際環境認証［ブルーフラッグ」
を来年以降も維持していけるよう、行政や地域と連携しながら、当団体は認定に必
要な“環境マネジメント”分野において役割を担う。
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